


























































































































第 7 章では、両誌に掲載された長編童話である Alice’s Adventures in Wonderland（不
思議の国のアリス）を取り上げて、挿絵の機能を論じる。『赤い鳥』の「地中の世界」
に掲載されたカットの機能は、美術の一形式として、享受者である子どもの美術感覚
に訴えかけるだけではなく、物語のキャラクターを提示するとともに、読者である子
どもに対して物語への糸口を開くことができたことを指摘する。それに対して、『児
童世界』の「阿麗斯夢遊奇境記」のコマ絵は挿画のように本文の内容を説明する機能
を持たず、描き手たちが思い切って想像力を自由に発揮できるスペースを提供する
役割を果たしている。次に、内容と関係がある挿絵について、『赤い鳥』に連載され
た「地中の世界」では、ほとんどの見開きの挿絵に主人公が登場しており、これらの
見開き絵は、右から左に流れるように展開し、遠近法で描写されたものである。一方、
『児童世界』の「阿麗斯夢遊奇境記」では、挿絵に文字を付け加えられ、読者は物語
の一場面としての単一の絵と絵に添えられている一文を利用し、自分の想像力で物
語の流れの連想を完成させることができたことを明らかにする。 
第 8 章では、本論全体を総括した上で、総合的考察を加え、今後の研究課題を提示
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し、研究の展望について述べる。 
以上の各章を通して、児童雑誌における口絵、表紙絵、挿絵などといった児童出版
美術の意味、機能について考察する。児童雑誌は文化性と商品性という両義性を備え
ている。したがって、児童雑誌は、表紙絵、口絵、挿絵といった児童出版美術との関
わりに力を入れて、それを活かし、芸術性を備えた商品として、購読者を獲得してい
ったと考えられる。そして、社会的な存在としての児童雑誌における児童出版美術が
児童文化の歴史の中に芸術表現のジャンルの一つとして位置付けられることにより、
児童雑誌と社会、経済、文化とのつながりがはっきりと生かす、児童雑誌、さらには
児童文化の全体像把握に深く寄与したのである。 
 
 
 
 
